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「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

「
一
宮
市
」
に
は
、
一
宮
市
博
物
館
・
一
宮
市
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
・
一
宮
市
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
な
ど
先
人
の
残
し
た
文
化
を
紹
介
す
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
「
身
近
な
文
化
」
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
三
年
に
一
度
、
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
る
国
内
最

大
規
模
の
現
代
ア
ー
ト
の
祭
典
・
国
際
芸
術
祭
「
あ

い
ち
２
０
２
２
」
が
７
月
３０
日
か
ら
１０
月
１０
日
の

７３
日
間
、
「S

T
IL
L
 A
L
IV
E

　
今
、
を
生
き
抜
く

ア
ー
ト
の
ち
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
本
市
を
会
場
の

一
つ
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
コ
ロ
ナ

禍
で
の
開
催
に
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
期
間
中

は
大
変
多
く
の
人
で
会
場
周
辺
が
に
ぎ
わ
い
、
一

宮
市
会
場
で
は
過
去
の
他
市
会
場
と
比
較
し
て
最

も
多
い
１３
万
人
以
上
の
来
場
者
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
国
際
芸
術
祭
は
総
勢
１００
組
に
も
及
ぶ
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
参
加
し
、
中
で
も
本
市
で
は
オ
リ
ナ

ス
一
宮
で
の
奈
良
美
智
さ
ん
を
は
じ
め
、
の
こ
ぎ

り
二
で
の
塩
田
千
春
さ
ん
、
旧
ス
ケ
ー
ト
場
で
の

ア
ン
ネ
・
イ
ム
ホ
フ
さ
ん
な
ど
、
名
だ
た
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
１９
組
の
作
品
が
１０
ヶ
所
で
展
開
さ
れ
、

多
く
の
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。
一
宮
市
の
地
場

産
業
で
あ
る
繊
維
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
も
多

く
、
市
役
所
本
庁
舎
一
階
で
は
、
羊
毛
か
ら
造
ら

れ
た
眞
田
岳
彦
さ
ん
の
作
品
《
白
維
》【
表
紙
写
真
】

が
公
開
さ
れ
、
目
に
さ
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
展
示
内
容
だ
け
で
な
く
、
県
内

唯
一
の
丹
下
健
三
氏
の
建
築
で
知
ら
れ
る
「
墨
会

館
」
や
、
大
正
十
三
年
に
旧
名
古
屋
銀
行
一
宮
支

店
と
し
て
建
て
ら
れ
、
建
築
家
・
鈴
木
禎
次
氏
が

設
計
し
た
オ
リ
ナ
ス
一
宮
な
ど
の
施
設
そ
の
も
の

に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
っ
た
こ
と
も
、
一
つ
の
成
果

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

国
際
芸
術
祭
「
あ
い
ち
２
０
２
２
」
を
終
え
て

国
際
芸
術
祭
「
あ
い
ち
２
０
２
２
」
を
終
え
て
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▲三岸節子記念美術館
　「絵本原画ニャー！猫が歩く絵本の世界」

ê尾西歴史民俗資料館
　「木曽川アートトライアングル」
　宮嵜祥子（せんい作家）

▲国際芸術祭「あいち2022」
　墨会館の展示風景
　レオノール・アントゥネス
　《主婦とその領分》2021/2022

▲一宮市博物館
　「国登録文化財 　利毛織工業工場とのこぎり屋根」
　林秀樹　《ノコギリノコドウ》

　
国
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
が
見
込
ま
れ
る
国
際

芸
術
祭
に
お
い
て
は
、
本
市
と
し
て
も
文
化
・
芸

術
を
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
と
捉
え
、
国
際
芸
術
祭

の
連
携
企
画
事
業
と
し
て
博
物
館
で
「
国
登
録
文

化
財
　
[
利
毛
織
工
業
工
場
と
の
こ
ぎ
り
屋
根
」

を
、
ま
た
三
岸
節
子
記
念
美
術
館
で
は
「
絵
本
原

画
ニ
ャ
ー
！
猫
が
歩
く
絵
本
の
世
界
」
を
、
尾
西

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
「
国
際
芸
術
祭
会
場
の
ま

ち
の
歴
史
と
文
化
〜
一
宮
市
・
常
滑
市
・
名
古
屋

市
有
松
〜
」
や
「
木
曽
川
ア
ー
ト
ト
ラ
イ
ア
ン
グ

ル
」、「
学
校
 de

 
ア
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
名
古
屋
芸
術
大
学
と
県
立
木
曽
川
高
校
、

県
立
一
宮
起
工
科
高
校
の
学
生
と
い
っ
た
未
来
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
一
宮
駅
前
の
商
店
街
周
辺
を
ア
ー

ト
で
彩
っ
た
「
い
ち
の
み
や
芸
術
商
店
街
」
や
、

地
元
作
家
の
協
力
に
よ
り
一
宮
地
域
文
化
広
場
と

玉
堂
記
念
木
曽
川
図
書
館
で
作
品
を
展
示
し
た
「
一

宮
の
作
家
た
ち
」
を
企
画
・
実
施
し
た
ほ
か
、『
現

代
ア
ー
ト
の
楽
し
み
方
』
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た

「
成
人
教
養
講
座
」、
一
宮
駅
周
辺
で
歩
き
た
く
な

る
ま
ち
な
か
を
創
出
す
る
た
め
の
取
組
み
「
ま
ち

な
か
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
社
会
実
験
〜
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ャ

レ
ン
ジ
２
０
２
２
〜
」
と
の
連
携
も
行
い
ま
し
た
。

加
え
て
、
市
民
団
体
ら
が
実
施
す
る
文
化
芸
術
事

業
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、
市
だ
け
で
な
く
市
民
・

団
体
が
一
体
と
な
っ
て
創
る
一
宮
市
の
新
し
い
風

景
を
、
市
民
の
皆
様
に
も
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
国
際
芸
術
祭
「
あ
い
ち
２
０
２
２
」
を
機
に
文

化
芸
術
に
関
す
る
意
識
が
高
ま
っ
た
今
だ
か
ら
こ

そ
、
今
回
の
取
組
み
を
一
過
性
の
も
の
と
せ
ず
、

本
市
が
一
層
、
芸
術
の
薫
り
漂
う
ま
ち
と
な
る
よ

う
な
取
組
み
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
博
物
館
管
理
課
　
村
松
達
樹
）
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私
は
長
崎
県
五
島
列
島
の
海
に
囲
ま

れ
た
小
さ
な
山
村
に
生
ま
れ
た
。
幼
い

頃
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
に
な
り
た
い
と
思

っ
て
い
た
。
お
相
撲
さ
ん
は
怪
物
だ
と

思
い
、
デ
ス
ト
ロ
イ
ヤ
ー
、
仮
面
ラ
イ

ダ
ー
、
タ
イ
ガ
ー
マ
ス
ク
は
強
く
て
憧

れ
の
ヒ
ー
ロ
ー
だ
っ
た
。

　

村
は
人
口
も
少
な
く
小
中
合
同
だ
っ

た
。
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
私

は
、
小
五
か
ら
中
学
の
美
術
の
先
生
に

油
絵
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。
中
学
で

画
家
、
佐
伯
祐
三
の
ナ
イ
フ
で
描
く
鋭

い
タ
ッ
チ
の
画
集
を
見
て
彼
に
憧
れ
た
。

　

中
学
を
卒
業
す
る
と
一
宮
に
集
団
就

職
し
た
。
紡
績
会
社
で
働
き
な
が
ら
定

時
制
高
校
に
通
い
、
ボ
ク
シ
ン
グ
部
に

入
部
し
た
。
元
Ｗ
Ｂ
Ａ
世
界
フ
ラ
イ
級

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
大
場
政
夫
の
試
合
に

感
動
し
、
ボ
ク
サ
ー
に
な
り
た
か
っ
た
。

ま
た
夜
学
に
は
人
生
の
出
会
い
も
あ
っ

た
。
そ
れ
は
美
術
の
先
生
で
、
新
制
作

協
会
所
属
の
彼
女
か
ら
マ
ン
ツ
ー
マ
ン

で
専
門
的
な
事
を
教
わ
っ
た
。

　

ボ
ク
シ
ン
グ
の
練
習
は
、
か
な
り
ハ

ー
ド
で
減
量
と
の
闘
い
で
あ
る
。
高
三

の
時
に
高
校
総
体
で
ベ
ス
ト
８
に
な
り

ス
カ
ウ
ト
が
来
た
。
プ
ロ
か
、
大
学
か
、

芸
大
か
迷
っ
た
。
四
年
後
に
は
モ
ス
ク

ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
。
美
術
の
先
生
に
相

談
す
る
と
「
東
京
へ
行
っ
て
大
学
か
ら

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
な
さ
い
。
若

い
時
し
か
で
き
な
い
ん
だ
か
ら
。
絵
は

　

歳
か
ら
で
も
描
け
る
。」

６０
　

私
は
上
京
し
、
ボ
ク
シ
ン
グ
の
名
門

拓
殖
大
学
へ
入
学
し
た
。
過
酷
な
練
習

だ
っ
た
が
絵
を
描
く
こ
と
は
や
め
な
か

っ
た
。
ボ
ク
シ
ン
グ
は
手
の
動
き
が
速

い
。
現
役
時
代
に
描
い
た
自
画
像
は　
２０

分
で
完
成
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
赤
色
に

興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

練
習
の
無
い
日
は
銀
座
の
画
廊
や
美

術
館
を
巡
り
、
い
ろ
い
ろ
な
公
募
展
に

出
品
し
た
。
そ
ん
な
折
り
冷
戦
下
で
日

本
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
ボ
イ
コ
ッ
ト
し

た
。
私
は
画
家
に
な
る
こ
と
を
決
意
し

た
。
卒
業
後
は
再
度
一
宮
へ
就
職
。
夜

と
休
日
は
絵
を
描
い
た
。
リ
ン
グ
に
上

が
る
前
の
自
身
を
描
い
た
「
孤
独
な
戦

士
」
が
、
第　

回
現
創
展
で
入
選
し
た
。

２０

ボ
ク
シ
ン
グ
も

創
作
も
孤
独
と

の
闘
い
。
つ
ら

い
減
量
と
同
じ

く
忍
耐
力
が
必

要
で
あ
る
。
こ

の
絵
を
見
る
と

青
春
時
代
に
力

を
も
ら
う
。

　

前
衛
画
家
の

岡
本
太
郎
、
フ

レ
ス
コ
画
の
絹

谷
幸
二
の
作
品

に
心
打
た
れ
、

何
度
も
壁
に
ぶ

つ
か
り
も
が
い

た
。
故
郷
の
海

の
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
を
ベ
ー
ス
に

自
身
の
カ
ラ
ー
を
見
つ
け
、
「
こ
い
の

ぼ
り
と
そ
の
仲
間
た
ち
」
で
第　

回
記

９５

念
二
科
展
特
選
を
受
賞
し
た
。
「
生
命

の
魚
と
そ
の
仲
間
た
ち
」【
左
】
は
、

東
日
本
大
震
災
の
復
興
を
願
っ
て
津
波

か
ら
た
く
さ
ん
の
人
達
や
動
物
を
助
け

出
す
魚
の
力
強
さ
を
描
い
た
。

　

倉
庫
を
ア
ト
リ
エ
に
改
装
し
、
天
井

を
高
く
し
て
大
作
に
挑
戦
す
る
毎
日
。

ま
だ
こ
れ
が
自
身
の
求
め
て
い
た
世
界

で
は
な
い
と
、
新
し
い
メ
ル
ヘ
ン
ナ
イ

ー
ブ
ア
ー
ト
の
世
界
を
探
し
て
い
る
。

　
　

自
身
の
世
界
を
探
し
て
、
今
…

　
　

美
術
部　

尾
西
作
家
協
会　

す
ぎ
も
と　

和

エッセイ 

孤独な戦士（２００１年作）

生命の魚とその仲間たち（２０１７年作）

か
ず

赤いセーターの自画像（１９７８年作）
（段ボールにクレヨン・水彩）
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【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
４
月
４
日
∏
・
５
月
２
日
∏

６
月
６
日
∏　

午
前　

時
〜

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
漢
詩
文
の
実
作
指
導
や
、
創
作

詩
の
添
削
の
検
討
を
会
員
間
で

行
い
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
年
３
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
狂
俳
壇
連
盟
】

　

A（　

）５
０
０
２

７８

日
時
▼
４
月
８
日
º
・
５
月　

日
º

１３

６
月　

日
º　

午
後
１
時
〜

１０

会
場
▼
葉
栗
公
民
館

内
容
▼
各
自　

句
持
参
、
互
選
に
よ
り

１０

優
秀
作
を
記
録
に
残
し
ま
す
。

（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
面
会
】

　

A（　

）７
３
７
２

６９

日
時
▼
４
月
８
日
º
・　

日
º

２２

５
月　

日
º
・　

日
º

１３

２７

６
月　

日
º
・　

日
º

１０

２４

午
前
９
時　

分
〜

３０

会
場
▼
ア
イ
プ
ラ
ザ
一
宮　

第
５
会
議
室

内
容
▼
実
作
指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
月
３
、
０
０
０
円（
見
学
無
料
）

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

真
清
短
歌
会
】

　

A（　

）３
５
７
０

５１

日
時
▼
４
月
９
日
∂
・
５
月　

日
∂

１４

６
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

１１

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
実
作
指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
初
参
加
の
方
は
開
催
日
の
３

日
前
ま
で
に
電
話
で
芸
術
文

化
協
会（
A　

―
７
０
７
４
）

８５

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
俳
句
教
室
】

　

A（　

）０
２
８
２

７３

日
時
▼
４
月　

日
∂
・
５
月　

日
∂

１６

２１

６
月　

日
∂
・
７
月　

日
∂

１８

１６

午
後
１
時
〜

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
当
季
雑
詠
２
句
を
実
作
指
導
し

ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
開
催
日
の
前
月　

日（
必
着
）

２０

ま
で
に
参
加
希
望
日
・
当
季

雑
詠
２
句（
初
参
加
の
方
は

希
望
者
だ
け
）・
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
電

話
番
号
・
参
加
経
験
の
有
無

を
記
入
し
、
ハ
ガ
キ（
〒　
―
４９１

　
 
本
庁
舎
芸
術
文
化
協
会
）

８５０１

【
問
合
せ
先　

一
宮
漢
詩
濤
聲
會
】

　

A（　

）７
９
５
３

７８

日
時
▼
４
月　

日
º
・
５
月　

日
º

２２

２７

６
月　

日
º　

午
前　

時
〜

２４

１０

会
場
▼
中
央
図
書
館

内
容
▼
「
唐
詩
三
百
首
」
を
解
読
し
ま

す
。（
初
心
者
歓
迎
）

講
師
▼
三
島
徹
さ
ん（
東
洋
文
化
振
興
会
会
長
）

参
加
料
▼
月
２
、
０
０
０
円

申
込
み
▼
当
日
直
接
会
場

【
問
合
せ
先　

一
宮
謡
曲
同
好
会
】

　

A（　

）０
９
６
６

６２

日
時
▼
４
月　

日
∂

２３

午
前
９
時　

分
〜

３０

会
場
▼
尾
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
素
謡
、連
吟
、仕
舞
等
の
発
表

入
場
料
▼
無
料

「異 景」 夫馬 勲

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
状
況
に
よ
り
、
掲
載
し
て
い
る

催
し
や
教
室
な
ど
は
中
止
・
延
期
等
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
開
催
状
況
は
、

問
合
せ
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

『
能
・
狂
言
面
の
制
作
』

『
市
民
短
歌
教
室
』

『
濤
聲
會
漢
詩
講
読
会
』

『
市
民
俳
句
教
室
』

『
狂
俳
月
例
会
』

『
春
季
謡
曲
大
会
』

『
濤
聲
會
作
詩
教
室
』
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【
問
合
せ
先　

一
宮
川
柳
社
】

　

A（　

）７
５
９
８

４４

日
時
▼
４
月　

日
∂
・
５
月　

日
∂

２３

２８

６
月　

日
∂　

午
後
１
時
〜

２５

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
自
由
吟
お
よ
び
課
題
吟
を
実
作

指
導
し
ま
す
。（
初
心
者
歓
迎
）

参
加
料
▼
無
料

申
込
み
▼
初
参
加
の
方
は
開
催
日
の
３

日
前
ま
で
に
電
話
で
芸
術
文

化
協
会（
A　

―
７
０
７
４
）

８５

【
問
合
せ
先　

一
宮
音
楽
家
協
会
】

　

A（　

）２
８
２
７

８７

日
時
▼
５
月
７
日
∂　

午
前　

時
〜

１１

会
場
▼
一
宮
ス
ポ
ー
ツ
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
ピ
ア
ノ
・
声
楽
・
フ
ル
ー
ト

等
に
よ
る
親
し
み
や
す
い
曲

の
演
奏
会
で
す
。

入
場
料
▼
無
料

【
問
合
せ
先　

一
宮
市
民
吹
奏
楽
団
】

　

A
０
８
０（
５
１
０
２
）８
６
１
１

日
時
▼
６
月　

日
∂

１８

　
　
　

午
後
１
時　

分
〜

３０

会
場
▼
一
宮
市
民
会
館

内
容
▼
楽
曲
「『
お
も
ち
ゃ
の
国
』
組

曲
」「
お
も
ち
ゃ
の
兵
隊
の
行

進
曲
」「『
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
』

フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
な
ど
を
演

奏
し
ま
す
。

入
場
料
▼
一
般
５
０
０
円

前
売
４
０
０
円

中
学
生
以
下
無
料（
要
整

理
券
）

【
問
合
せ
先　
尾
西
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
】

　

A
０
９
０（
７
０
２
８
）９
１
６
５

日
時
▼
６
月　

日
∂　

午
後
２
時
〜

２５

会
場
▼
尾
西
市
民
会
館

内
容
▼
岩
井
直
溥
先
生
生
誕
１
０
０

年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
、「
シ
ン
グ
・
シ
ン
グ
・

シ
ン
グ
」「
ア
フ
リ
カ
ン
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
」
な
ど
を
演
奏
し

ま
す
。

入
場
料
▼
５
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料（
要
整

理
券
）
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レ
イ
ン
ボ
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コ
ン
サ
ー
ト
Û
Ò
Û
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ロ
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尾
西
ウ 
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
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ト
ラ
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回
定
期
演
奏
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『
市
民
川
柳
教
室
』
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